特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　９月１５日　３７３号
京都府自然環境保全課から現地視察　カスミサンショウウオ生育地を案内し確認して戴きました。
同時に今回レンリソウに引続き新たにフナバラソウとカスミサンショウウオの保全団体への申請書提出をいたしました。京都府が絶滅の恐れのある生物と指定したもののうち里山の会がフナバラソウやレンリソウ、カスミサンショウウオを推薦して指定されました。今回レンリソウに加えて里山の会として三つの保全に取り組む団体として位置付けていただくよう申請しました。
里道整備作業土嚢作りと運び込みを完了し復旧田までの里道完成　念願の軽トラックの通行が可能になりました。猪の出没によって里道が崩壊して歩行でしか通行できなかったところを4月から復旧に力を尽くしてきました。京都府地域力再生プロジェクト事業交付金の補助を受けて機材材料を購入し、人力によって復旧に力を尽くしてきました。ここ1ヶ月間に集中して工事に取り掛かり、なんとか軽トラックが回転出来る場所も作られ荷物運びが容易にできるようになりました。次は猪の防護柵の設置です。皆さんのご協力をお願いします。
農業塾　取り組み始まる　14日畝立てが完成　　18日には初講座を開催します現在約15人の参加見込みとなっています。どなたでもご参加ください。当日の予定は次の通りです。気楽にお越しください。ご参加大歓迎です。講師指導は京田辺市農業委員で朝市で有名な普賢寺ふれあいの駅の中西稔さんにお願いしています。ふるってお越しください。参加費無料です。13時30分旧園芸研究所跡地(田辺警察署南側)聴覚障害者支援センター。15時30分　里山農園・・種蒔きなど　17時終了
木津川秋の花散策は10日に次の所を訪れました。棚倉駅前の湧出宮、ＪＲ棚倉駅歩行者通路、卑弥呼の鏡で有名なアスピア、不動川（天井川）と府道の交差、綺田の田圃にある山城水害記念碑、そして全国にも有名な蟹満寺、天神川(天井川)　堤を西に進み、25号線を渡って木津川堤から植物を調べ、ツルボの群落が満開、オガルカヤ・メガルカヤ等絶滅危惧植物の観察を行い約3時間で5ｋｍを歩きました。参加者は少なかったのですが、内容は豊かで、58年前の山城大水害を改めて認識し、台風12号被害の和歌山県や奈良県の被災者に思いを重ねました。
15年ぶりの防賀川の植物追跡調査　今里山の会では防賀川のワークショップにとりくんでいるので、植物部会は15年前に実施した防賀川堤の植生調査地域の追跡調査を行い、変遷を明らかにすることにしました。実施結果147種の植物を確認しました。中でも当時最大の樹木であったムクノキの胸高周りが225ｃｍから266ｃｍと約41ｃｍ太くなっていることが明らかになりました。
会誌31号編集作業進む　今回も前号に引き続きパートを受け持って取り組みを進めています。原稿締切日が経過しましたが、今少し時間的余裕があります。原稿準備して戴いている皆さん、大急ぎでご協力下さい。お待ちしています。講演会報告や調査研究報告(4件)、活動報告(70ペーシ)、特集（8件）、仲間の広場(6件)が寄せられています。

防賀川ワークショップ　18日　午前9時集合・新興戸公民館で日程説明を行い、10時から防賀川の散策　11には時府営団地第1集会所でまとめをします。デジカメをご持参持参下さい。8月27日の川調べでは魚とりや植物、蝶を観察しました。何と45人ものご参加がありました。暑さ厳しい時でしたが、こんな取り組みが無ければ外を歩くことはなく、京は本当に良かったという声がありました。そのころより季節が変わり秋分の日もそこに来ています。深緑のイネも少し黄色を増してきています。防賀川の「残したい・大切にしたい」景色をしっかりとらまえて見ましょう。切り下げ工事が進行中のＪＲのトンネルは貴重な遺跡です。水路の敷石は見事なものです。一見に値すると思います。少し時間がかかりますが、ここは是非行ってみたいと思っています。ご参加をお待ちしています。
尾根筋ハイキングコースの再点検でのんびり歩きます　19日(祭日)集合は普賢寺小学校前9時50分、登山口10時で弁当持参です。
多くの地主さんのご協力ご理解を得て尾根筋ハイキングコースを設定して早くも6年が経過しました。これまで朝日新聞などが広く取り上げてくれて、ハイカーも増えてきています。今回全コースを歩きます。事業としてではなくゆっくりと楽しむ時間として計画しました。昼弁当持参でのんびり歩きませんか。お越しください。少雨決行です。
稲刈り作業体験参加者募集　参加費一般700円　
前号でもお知らせしましたように本会の最も里山らしい取り組みの一つが稲刈り体験です。本会発足以来開催して人気一番の取組です。春にきつい雨の中風の中早苗を植え付けて、早くも実りを迎えました。祝詞で自然の恵みをと全員が希望しました。あの台風12号もうまく潜り抜けられました。今ではコンバインによる刈取ですが、鎌を使って手作業で稲刈りをします。そしてはさ掛け、足ふみ脱穀機もつかい、なつかしいギーコ、ギーコの音を響かせます。刈取の後、子ども神輿を田圃で練り歩きます。取りたての新米をお土産に用意します。夕食は美味しい美味しいとりたての新米をお食べください。ご参加をお待ちしています。人数に制限はありません　正午過ぎには終了予定です。少雨中止です。お土産に新米少々、豊作感謝の神輿練り歩き実施、新米予約受付中　里山の会まで。参加費700円です。
カワラバッタのオリンピック　25日10時開始　木津川右岸　城陽市水主堤　(運動公園進入路付近)　　
味覚の秋・スポーツの秋・文化の秋とか行楽の秋など、楽しみな季節が訪れてきました。木津川河川敷には虫の声も聞かれ昆虫たちも季節を満喫し来るべき冬に備えているようです。今回河川敷でバッタのオリンピックを計画しました。子ども達が草むらでバッタを見つけてきて、その飛距離を競ってみようと思います。草むらの虫たちも一緒に学べたらと思います。正午に終了します。木津川の豊かな自然の一端に触れてみましょう。お越しをお待ちしています。　参加費無料
古川水ウォッチング　37名の参加でにぎわう　11日　久御山で実施

事前の打ち合わせを数回実施し現地も確認して開催を決定した。当日は9時半から大勢の関係者がご参集いただき予想をはるかに超える37名のご参加でした。開会セレモニーでは幅広い分野から挨拶があり、活動交流会では古川小の子ども達の素直な発表に心を打たれる場面もありました。久御山町の皆さんが大半を占められましたが、行政区を越えた連携も必要ではないかと言った声もありました。水質測定ではＣＯＤ／アンモニア性窒素など4項目を測定しました。この取り組みを通じて広く友好の輪が広がったと思われます。
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

